
光岳 鳥小屋尾根から 
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メンバー：佐々木 

 

11 月 12 日（土）：快晴  

 ２時半に自宅を出発。夏に賑わっていた畑薙の駐車場も車は皆無、沼平

ゲート前に楽々駐車することができた。 

今日は、Ｉさんから教わった鳥小屋尾根で茶臼岳へ登り、易老岳を経て

光小屋へ。 

畑薙大吊橋を渡り少し登ったところにある鉄塔の下が尾根の取り付き。 

かつては登山道として使われていた鳥小屋尾根。尾根筋は明瞭で目印も

十分。ただし、畑薙山から下って茶臼岳への尾根に乗り換えるところは要

注意。うっかりしているとウソッコ沢の方へ引き込まれてしまう。注意し

ていたにも関わらず１００ｍ程度行き過ぎてしまい、地図を確認してよう

やく尾根に乗り換える始末だった。 

鳥小屋尾根の核心は最後の激藪だろう。這松とは名ばかりの、背丈ほど

もある立派な奴がもじゃもじゃしている。 

当初は、隙間を狙い突破して行ったが、後半は行く手を阻まれ、ジャン

ピングして泳ぐように格闘した。 

もがき苦しむこと約１時間。 

這松の先にある大きな岩を三つ越え“どーーーん”と茶臼岳山頂に飛び

出した。 



  

這っていない！立っている這松  格闘のご褒美！！  

時間は既に１４時前。茶臼小屋への計画変更も考えたが、特に危険箇所もなさ

そうなので、残業を覚悟で行動を継続。  

後は、ただひたすら歩くのみ。  

暗くなって到着した光小屋には先客が１名。既にシュラフに入ってお休みだっ

た。  

  

静高平で既に真っ暗           快適な光小屋  

11 月 13 日（日）：快晴  

 



 光山頂で夜明けを迎え、一旦小屋に戻ってパッキング。イザルガ岳に立

ち寄り眺望を楽しむ。 

 茶臼小屋で少し長めの休憩をとり、登山道の後半では紅葉を楽しみ、無

事に沼平ゲートへ下山した。 

 

 

茶臼小屋  

 

 

 

 

 

 

 

        畑薙大吊橋の紅葉  

 

 

 



所感：  

今回の山行で出合った登山者は二名のみ。とても静かな山行だった。 

鳥小屋尾根はいいルートだと思う。 

畑薙ダムから光岳の一泊二日は少し長いので、日程が許せば二泊三日で

の山行をおすすめします。 

 

 

 

 

佐々木 記  


